




評価点 合計点 評価点 合計点
2.00 1.62
0.50 0.50
0.50 0.50
1.00 1.00
0.50 0.38
0.50 0.50
1.50 1.50
1.50 1.50
0.75 0.75
1.25 1.25
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5.00 5.0 4.06 4.1

4.00 3.35
0.50 0.50
0.50 0.50
1.00 1.00
1.00 1.00
0.75 0.75
0.75 0.75
0.75 0.70
0.75 0.54

 コメント

 武蔵水路（全長14.5km）は利根川と荒川を結び、首都圏の人々の生活用水を提供している水路だが、老朽化や地盤沈下により低下
した通水機能の回復と、耐震化・浸水被害軽減を目的とした改良工事が行われた。当該工区は鉄道橋梁との交差部であり、鉄道運行に
支障を与えられない、水路を遮断することができない（流速2.0ｍ/sec）、桁下と杭天端の空間（1.0ｍ）で半河締切矢板の設置が必要
等の課題が多くあった。 これらの課題を解決したのが超低空頭パイラーと特殊鋼矢板であり以下の特徴がある。
・超低空頭パイラー：桁下クリアランス1.0ｍで圧入作業と自走（機械移動）が可能。
          水深を有効利用するための水中打止め機能。
          鋼矢板の建込は桁下に簡易天井クレーンを設置。
          作業用足場を船形にし作業員の立入りスペースを確保。
・ 特 殊 鋼 矢 板  ：接合方法は溶接作業がなく水中での接合作業が可能。
          横差し継手は圧入杭の後方継手を側方から差し込んで圧入杭と嵌合することが可能。
          縦継手は圧入杭を反力杭天端より下の空間でワンタッチ式に嵌合することが可能。
※ 分流式による改修方法と比較してもメリットが大きく、シンプルな構造は今後の維持管理においても有効である。

工 法 名 サイホンBOX式(超低空頭圧入工法) 分流式(HEP&JES工法)
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完成構造物
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